






一人ひとりを支える相談・生活支援の充実
新型コロナウイルス感染症の影響も大きく、生
活に困窮する世帯からの相談が大幅に増えたた
め、相談・生活支援事業については、職員間や
関係機関との連携をさらに強化し、生活福祉資
金コロナ特例貸付など様々な支援制度を活用し
相談や支援に当た
りました。また、
各種事業において、
感染拡大防止のた
め多くの交流事業
は中止となりまし
たが、生活関連情
報や生活支援品の
提供等により一人
暮らし高齢者等の生活を支援しました。

地域も関わり合える福祉学習の充実
新型コロナウイルス感染症の影響で一部事業の
中止や縮小等を余儀なくされましたが、福祉教
育実践普及校の小、中学校全校指定や福祉体験
学習事業を継続実施する
とともに、小学生のボラ
ンティア体験教室では、
のびやか教室と連携し、
多くの児童に非接触によ
るボランティア体験の機
会を提供するなど、児童
生徒に対する福祉教育が
継続的に行われるよう努
めました。

地域を支えるボランティア育成と活動支援の充実
非接触によるボランティア活動を実施するとと
もに、講座においても、感染予防対策を講じ、
少人数での開催にするなど工夫しながらボラン
ティアの育成と活動の支援に努めました。

気軽に参加できる地域づくりの充実
新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため
障害者等のサロン事業を中止しましたが、地域
においては、助成制度や用具等貸出事業、また
情報提供等により
地域のサロン活動
等を支援し、地域
づくりが推進され
るよう取り組みま
した。

地域福祉を推進する連携・協働の充実
新型コロナウイルス感染症の影響により、ふれ
あいの広場や町内会連携地域福祉活動モデル事
業は中止となりましたが、町内会長等へのアン
ケート調査を実施し、コロナ禍における各町内
会の取組状況等の現状把握に努めるとともに、
各町内会の今後の取り組みの一助となるよう情
報の提供を行いました。また、行政、関係機
関・団体等とコロナ禍における各町内会の取組
状況等について、情報の共有を図り連携を深め
ました。

地域を支えるための基盤強化
令和３年度から５か年を計画期間とする第２次
地域福祉活動計画を策定しました。また、介護
保険事業については、新型コロナウイルス感染
症の影響により、厳しい状況もありましたが、
感染予防対策を講じ、利用者に対し安全・安心
なサービスの提供に努めました。

［単位：円］

①会費収入

②寄附金収入

③経常経費補助金収入

④受託金収入

⑤介護保険収入

⑥その他収入

⑦前期末支払資金残高

収入合計

［単位：円］

①法人運営事業

②地域福祉事業

③生活困窮者自立支援事業

④老人デイサービス事業

⑤居宅介護支援事業

⑥地域包括支援センター事業

⑦当期末支払資金残高

支出合計
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★ＬＩＮＥ公式アカウント 運用中♪ 友達ぞくぞく増えています！

今年度から運用を開始したＬＩＮＥ公式アカウントでは、ボランティア情報や各種事業の最新情
報を配信しています。運用を開始するにあたり、本会登録ボランティアの方に協力をいただきまし
たので紹介します。また、配信情報も一部紹介します。

トップ画像を描いていただきました！！
～登録ボランティア 木村駿さん～

登録は、アニメ「バクテン」の放送もあり、注目され
る岩沼を少しでも良く出来ないかと思ったのがきっかけ
です。
イラストを描くスキルをずっと持て余していたので、

相談した所 LINE のトップ画像を描かせて頂きました。
「鬼退治をした後に、親孝行する桃太郎」のイメージ

を、故郷に返り咲くボランティアに重ね合わせました。
県外から来ている友人も「岩沼は良い所」と言ってく

れます。
市民の力次第で、岩沼はまだまだ輝ける場所だと思っ

ているので、頑張りたいです。

お友達達友達達

まだまだだだだだだだだだだまだまだだ

募集中です‼‼‼‼‼‼‼‼募集中 す‼‼

←登録ボラン

ティアの木村

駿さん

↓木村さん作

成のイラスト

【サロン探訪☆彡】

『卓球バレー むぎの会』が、総合福祉センターでの活動を

再開しました。換気や手袋など、感染防止対策の上で、参加

人数に合わせ、３対３で卓球バレーを楽しみました。必死に

なると息が切れるほどの白熱ぶりでした！初心者・年齢など

関係なく楽しめます♪

～卓球バレーむぎの会より～

参加者募集中です！！どなたでも参加可能です！！

岩沼市社会福祉協議会

詳細は LINE 公式
アカウントで
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● 各  種  お  知  ら  せ   ●

中学生対象 ボランティア体験教室 開催

ボランティア活動への理解や関心を深めることを目的に、

ボランティア体験教室を開催します。

内容：アルミ缶をリサイクルして地域福祉活動に役立てよう

対象：市内の中学生

日時：８月３日（火）・６日（金）両日とも１０時～１２時

どちらか１日のみの参加も可

場所：岩沼市総合福祉センターiあいプラザ 教養娯楽室

募集人数：１日につき５名  参加費：無料

募集期間：７月１日（木）から７月３０日（金）

申込方法： 申込専用フォーム・電話・FAX・メール

いずれかにてお申込みください。

その他：体験終了後、ボランティア活動証明書を発行します。

※新型コロナウイルス感染予防のため、中止の場合があります。

申込・問：岩沼市社会福祉協議会

☎ ０２２３－２９－３７１１

Fax ０２２３―２９－３３４１

申込専用フォーム→

＊その他、中学生が参加できる活動を紹介します＊

○第９１回美化活動ボランティア

「きれいな街岩沼」をめざして一緒にゴミ拾いをしませんか？

活動日時：７月１１日（日）９時～１１時

活動場所：県道３９号（根方公会堂～国道４号）及び市道

集合場所：旧ファミリーマート岩沼南長谷店駐車場（９時集合）

※ボランティア行事保険の加入、必要な道具は会で準備します。

問：美化ボランティア団体 ごみゼロ岩沼事務局

☎：090-9423-3221（大村）

○岩沼生涯協力隊

新しくオープンした JOCA東北で活動をしてみませんか？

【活動① 亀塚温泉♨の大浴場を清掃しよう！】

活動日時：８月８日（日）９時～１０時

募集人数：６名程度

【活動② 地域住民イベントの宣伝活動をしよう！（ポスター作成）】

活動日時：８月８日（日）１３時～１５時

持ち物：絵具、クレヨン、色鉛筆などの道具

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

活動場所：JOCA東北（岩沼市中央４丁目 3-1）

申込期間：７月１日（木）～７月３０日（金）

問：公益社団法人 青年海外協力協会（JOCA東北）

岩沼生涯協力隊事務局

☎0223-36-9851（平日８時３０分～１７時１５分）

アルミ缶収集ボランティア

中学生を対象としたボランティア体験教室で使用するアルミ

缶を集めます。

＜受け取りできるもの＞

「アルミ」のマークが付いている飲料缶

＜受け取りできないもの＞

スチール缶

＜受け取り期間＞

令和３年７月１日～７月３０日

※土日祝日を除く８時３０分～１７時１５分

缶は軽くすすいで乾かし、潰さずに岩沼市社会福祉協議会の

窓口（岩沼市総合福祉センターiあいプラザ内）まで直接お持ち

ください。  

ご協力お願いします。

問 岩沼市社会福祉協議会 ☎０２２３－２９－３７１１

令和３年度自発的活動支援事業

おもちゃの時間始まります！！

コロナ禍でお休みしていたおもちゃの時間を再開します。今

年度は、感染予防対策のため登録制とし、登録された方にサロ

ンの案内等を発信します。

対象：発達について気になる未就学児とその家族

内容：〇おもちゃの時間（サロン）

「言葉が遅い」「ほかのお友達とうまく遊べない」など、発達に

ついて気になるお子さん（未就学児）とそのご家族が、自分た

ちのペースでおもちゃを使い遊びながらゆっくりと過ごすこと

ができるサロンです。

〇おもちゃの貸出  

普段と違うおもちゃでおうち遊びを

応援します。

〇情報発信

親子の遊び場、親のサロンなどの地域の情報を発信します。

登録方法：

①岩沼市社協 LINE公式アカウントに友だち登録をお願いしま

す。（下記ＱＲコードより）

②登録後、トーク画面にて「おもちゃの時間登録希望」と「お

子さんと保護者の方のお名前」を入力し、送信してください。

※登録は電話、FAX等でも受け付けます。

問：岩沼市社会福祉協議会

☎０２２３－２９－３７１１



6

6

● 各  種  お  知  ら  せ   ● 

中学生対象 ボランティア体験教室 開催 

ボランティア活動への理解や関心を深めることを目的に、 

ボランティア体験教室を開催します。 

内容：アルミ缶をリサイクルして地域福祉活動に役立てよう 

対象：市内の中学生 

日時：８月３日（火）・６日（金）両日とも１０時～１２時 

どちらか１日のみの参加も可 

場所：岩沼市総合福祉センターiあいプラザ 教養娯楽室 

募集人数：１日につき５名  参加費：無料 

募集期間：７月１日（木）から７月３０日（金） 

申込方法： 申込専用フォーム・電話・FAX・メール 

いずれかにてお申込みください。 

その他：体験終了後、ボランティア活動証明書を発行します。 

※新型コロナウイルス感染予防のため、中止の場合があります。

申込・問：岩沼市社会福祉協議会 

☎ ０２２３－２９－３７１１

Fax ０２２３―２９－３３４１ 

申込専用フォーム→ 

＊その他、中学生が参加できる活動を紹介します＊ 

○第９１回美化活動ボランティア

「きれいな街岩沼」をめざして一緒にゴミ拾いをしませんか？ 

活動日時：７月１１日（日）９時～１１時 

活動場所：県道３９号（根方公会堂～国道４号）及び市道 

集合場所：旧ファミリーマート岩沼南長谷店駐車場（９時集合） 

※ボランティア行事保険の加入、必要な道具は会で準備します。

問：美化ボランティア団体 ごみゼロ岩沼事務局

☎：090-9423-3221（大村）

○岩沼生涯協力隊

新しくオープンした JOCA東北で活動をしてみませんか？ 

【活動① 亀塚温泉♨の大浴場を清掃しよう！】 

活動日時：８月８日（日）９時～１０時 

募集人数：６名程度 

【活動② 地域住民イベントの宣伝活動をしよう！（ポスター作成）】 

活動日時：８月８日（日）１３時～１５時 

持ち物：絵具、クレヨン、色鉛筆などの道具 

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

活動場所：JOCA東北（岩沼市中央４丁目 3-1） 

申込期間：７月１日（木）～７月３０日（金） 

問：公益社団法人 青年海外協力協会（JOCA東北） 

岩沼生涯協力隊事務局 

☎0223-36-9851（平日８時３０分～１７時１５分）

アルミ缶収集ボランティア

中学生を対象としたボランティア体験教室で使用するアルミ

缶を集めます。 

＜受け取りできるもの＞ 

 「アルミ」のマークが付いている飲料缶 

＜受け取りできないもの＞ 

スチール缶

＜受け取り期間＞ 

令和３年７月１日～７月３０日 

※土日祝日を除く８時３０分～１７時１５分

缶は軽くすすいで乾かし、潰さずに岩沼市社会福祉協議会の

窓口（岩沼市総合福祉センターiあいプラザ内）まで直接お持ち

ください。  

ご協力お願いします。 

問 岩沼市社会福祉協議会 ☎０２２３－２９－３７１１ 

令和３年度自発的活動支援事業 

おもちゃの時間始まります！！ 

コロナ禍でお休みしていたおもちゃの時間を再開します。今

年度は、感染予防対策のため登録制とし、登録された方にサロ

ンの案内等を発信します。

対象：発達について気になる未就学児とその家族 

内容： 〇おもちゃの時間（サロン）

「言葉が遅い」「ほかのお友達とうまく遊べない」など、発達に

ついて気になるお子さん（未就学児）とそのご家族が、自分た

ちのペースでおもちゃを使い遊びながらゆっくりと過ごすこと

ができるサロンです。 

〇おもちゃの貸出  

普段と違うおもちゃでおうち遊びを 

応援します。 

〇情報発信 

親子の遊び場、親のサロンなどの地域の情報を発信します。

登録方法： 

①岩沼市社協 LINE公式アカウントに友だち登録をお願いしま

す。（下記ＱＲコードより） 

②登録後、トーク画面にて「おもちゃの時間登録希望」と「お

子さんと保護者の方のお名前」を入力し、送信してください。

※登録は電話、FAX等でも受け付けます。

問：岩沼市社会福祉協議会 

☎０２２３－２９－３７１１

7

7

ボランティア活動に協力いただきました♪ ありがとうございます♪

折り紙に想いを込めて♡
～高校生ボランティアから子ども食堂へ～

コロナ禍でも出来るボランティア活動に、高校生が参加して
くれました。自宅などで空いた時間に折り紙を作成してもら
い、本会を通じて市内で活動している「いわぬま・こども食堂
プラス」へお届けしました。参加した高校生の声を紹介しま
す。

ボランティアは、人に希
望や元気を与えることが出
来るのはもちろんですが、
感謝されると自分も元気を
貰えます。この活動を広め
て、地域全体が元気になる
ことを願っています。
（桃野紗羽さん）

コロナ禍で、地域の繋がり
が希薄になっているので、こ
のボランティアを通して、少
しでも地域の役に立てればと
思っています。他にも、地域
のために自分ができることを
取り組んでいきたいです。
（佐々木愛莉さん） 左 佐々木さん 右 桃野さん

★住みやすい岩沼を目指して

５月２７日（木）に、令和３年度第１回協議体
（支え合いの地域づくり会議）を開催しました。
今年度の協議体では、「地域の防災」をテーマ
に、課題共有や協議を行います。第１回目の今回
は、市防災課と事業担当者等で、防災について情報
共有や意見交換を行いました。
今後も、誰もが住みやすい岩沼になるための話し

合いを行っていきます。 机を円状にしてより話し合いやすくしています

ガラス・エクステリア・リフォーム

介護職員募集中!

ルポたけくま
介護付有料老人ホーム

☎0223-25-2588
なんてん岩沼

グループホーム

☎0223-24-0715

入居者募集中!!
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※この広報紙は皆さんからいただく会費や赤い羽根共同募金の配分金等により作成いたしました。

ふれあいの広場 中止のお知らせ 

 例年皆様のご参加をいただき開催してまいりました「ふれあいの広場」

について、令和３年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から

開催を中止することといたしましたので、お知らせいたします。 

社会福祉協議会は、誰もが地域で安心して暮らせるよう、市民の皆様の福祉問題について
考え、各種福祉事業を企画・実施し、自主的な活動を行う団体です。
本会では、市からの補助金や共同募金からの配分金などがありますが、皆様からいただく
会費が地域福祉事業を行う貴重な財源になっています。

～いただいた会費で行う主な事業～
●地域福祉の推進 ●福祉学習の支援 ●ボランティア育成・活動の支援
●地域サロンの支援 ●災害時の災害ボランティアセンター活動 等

▲地域サロンの支援 ▲ボランティア養成講座 ▲ボランティア活動
【会員と会費 いずれも年額です】
☆個人会員会費（個人や世帯） １口 ５００円
☆団体・施設会員会費（団体・施設）１口 １，０００円
☆法人会員会費（企業等） １口 ２，０００円
☆賛助会員（どなたでも） 個人 １口 ２，０００円

法人 １口 ５，０００円

地域によって異なりますが、地域福祉推進員（旧福祉員）や町内会長をはじめ役員の方々が
伺いますので、ご理解とご協力をお願いいたします。

問い合わせ先 岩沼市社会福祉協議会 電話（０２２３）２９－３７１１


